
  2016  Spring JCM  26 

１ 

は
じ
め
に

　

日
本
中
の
組
合
が
「
春
」
と
い
う
一

定
の
時
期
に
連
合
や
産
別
の
方
針
に
も

と
づ
い
て
、
一
斉
に
要
求
を
提
出
し
、

回
答
を
引
き
出
し
、
賃
金
・
労
働
条
件

の
引
き
上
げ
に
取
り
組
む
の
が
春
闘
で

あ
る
。
労
働
者
個
々
人
が
産
別
に
直
接

加
入
し
、
そ
の
産
別
が
経
営
者
団
体
と

交
渉
し
、
賃
金
・
労
働
条
件
を
決
定
す

る
欧
米
と
は
違
い
、
日
本
の
場
合
は
労

働
組
合
が
企
業
別
に
組
織
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
ご
と
で
交
渉
す
る
方
式
で

あ
る
。
従
っ
て
、
取
り
組
み
方
も
労
働

組
合
に
よ
っ
て
異
な
る
。
他
方
で
経
営

側
は
、
結
束
し
た
強
い
力
を
背
景
に
、

常
に
賃
金
・
労
働
条
件
を
低
く
押
さ
え

込
も
う
と
す
る
。
春
闘
は
、
企
業
別
組

合
の
弱
点
を
補
い
、
労
働
条
件
の
引
き

上
げ
、
産
業
横
断
的
な
水
準
の
確
立
を

目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
た

Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
に
お
け
る
中
小
共
闘
の
取
り
組
み

り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
人
一
人
の
労

働
者
で
は
力
が
弱
い
か
ら
組
合
結
成
を

す
る
よ
う
に
、
一
つ
一
つ
の
労
働
組
合
だ

け
で
は
弱
い
か
ら
産
別
へ
結
集
す
る
の

で
あ
る
。
そ
の
産
別
が
春
闘
を
推
進
す

る
う
え
で
絶
対
不
可
欠
な
も
の
は
、
全

て
の
単
組
が
「
統
一
要
求
」、「
統
一
交

渉
」、「
統
一
妥
結
」
と
い
っ
た
統
一
的
行

動
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
各
単
組
が
春
闘
を
通
じ
て
、

相
乗
効
果
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
中
で

確
定
さ
れ
た
妥
結
金
額
や
労
働
条
件
等

が
産
業
毎
・
地
域
別
情
報
と
し
て
連
合

や
産
別
等
で
共
有
さ
れ
、
組
織
労
働
者

か
ら
未
組
織
労
働
者
へ
と
波
及
効
果
を

も
た
ら
す
社
会
的
機
能
と
し
て
の
い
わ

ば
装
置
の
役
割
を
こ
れ
ま
で
果
た
し
て

き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
春
闘
に
お
け

る
統
一
闘
争
の
取
り
組
み
如
何
に
よ
り
、

春
闘
成
否
の
カ
ギ
が
握
ら
れ
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
共
闘
の
取

中
井 

寛
哉

Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪  

書
記
長

り
組
み
強
化
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２ 

Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
の
組
織
概
要
と

一
六
春
闘
方
針

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
は
、
機
械
金
属
関
連

産
業
で
働
く
組
合
員
四
万
六
千
人
、  

三
〇
四
単
組
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
加 

盟
単
組
の
平
均
組
合
員
数
は
約
一
五
一

人
で
、 

三
〇
〇
人
未
満
の
単
組
は
約 

八
一
％
、
一
〇
〇
人
未
満
は
約
五
八 

％
、
五
〇
人
未
満
は
四
三
％
で
圧
倒
的

多
数
は
中
小
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
業

種
構
成
は
機
械
が
五
四
％
、
金
属
製
品

が
二
二
％
、
鉄
鋼
が
一
〇
％
、
そ
の
他

が
一
四
％
で
、
完
成
品
メ
ー
カ
ー
は
全

体
の
三
〇
％
程
度
を
占
め
て
い
る
に
過

ぎ
ず
、
多
く
の
企
業
は
部
品
メ
ー
カ
ー

で
あ
り
、
完
成
品
メ
ー
カ
ー
で
も
「
下

請
け
」
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が

Ｊ
Ａ
Ｍ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。 

　

一
六
春
闘
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
方
針
は
、
生
活

改
善
、
格
差
是
正
、
賃
金
改
善
等
の
た

め
の
賃
金
水
準
引
上
げ
額
と
し
て
、
賃

金
構
造
維
持
分
＋
「
六
，〇
〇
〇
円
基
準
」

と
し
、「
二
％
程
度
を
基
準
」
と
す
る
連

合
方
針
に
準
拠
し
た
方
針
と
な
っ
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｍ
方
針
「
三
，〇
〇
〇
円
以
上
」
と

の
違
い
は
、
中
小
組
織
で
構
成
さ
れ
て

い
る
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
主
要
単
組
と

比
べ
、
賃
金
水
準
が
低
位
に
あ
り
、
格

差
是
正
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性
が

あ
る
か
ら
だ
。
率
で
は
な
く
額
で
要
求

設
定
し
て
い
る
の
も
、
率
要
求
だ
と
単

組
の
基
礎
賃
金
が
ベ
ー
ス
に
な
る
こ
と

か
ら
高
い
単
組
は
よ
り
高
く
、
低
い
単

組
は
よ
り
低
い
要
求
設
定
と
な
り
、
お

の
ず
と
賃
金
格
差
も
拡
大
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
。
ま
た
、
要
求
金
額
を
統
一

し
て
設
定
し
て
い
る
の
は
、
共
闘
運
動

の
効
果
を
高
め
る
た
め
で
、
統
一
し
た

要
求
金
額
で
取
り
組
む
時
の
方
が
高
い

実
績
の
獲
得
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、

特
集
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化
し
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
が
設
定
す
る
統
一
要
求
日

で
あ
る
二
月
二
三
日
に
全
単
組
が
一
斉
に

提
出
で
き
る
よ
う
日
程
配
置
を
し
て
い

る
。
同
二
四
日
付
け
日
本
経
済
新
聞
朝

刊
（
大
阪
版
）
に
「
Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪　

ベ

ア
平
均
五
二
〇
〇
円
要
求　
過
去
二
番
目

の
水
準
」
と
の
見
出
し
が
躍
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
が
格
差
是
正
を

念
頭
に
加
盟
単
組
の
大
半
が
Ｊ
Ｃ
Ｍ
大

Ｊ
Ａ
Ｍ
で
は
統
一
闘
争
の
重
要
な
一
要

素
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
再
び
社
会
が
合
成
の
誤

謬
に
陥
る
こ
と
な
く
賃
上
げ
の
要
求
根

拠
が
、
そ
の
時
々
の
経
済
・
社
会
的
情

勢
を
踏
ま
え
、
組
合
員
に
も
経
営
側
に

も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
説
得
力
を
持
ち

且
つ
多
く
の
単
組
が
結
集
で
き
る
要
求

案
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

３ 

企
業
状
況
お
よ
び

賃
金
実
態
の
把
握

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
で
は
大
阪
府
、
奈
良
県
、

和
歌
山
県
に
所
在
す
る
三
〇
四
構
成
組

合
を
、
八
つ
の
地
域
協
議
会
（
以
下
、
地

協
と
い
う
）
に
分
け
て
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
の

運
動
方
針
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
拠

点
と
し
て
い
る
。
各
地
協
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

大
阪
か
ら
専
任
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を

配
置
し
、
日
常
の
組
合
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
お
り
、
地
協
の
組
合
幹
部
と
と

も
に
統
一
闘
争
推
進
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　

統
一
要
求
前
段
に
お
け
る
単
組
の
取

り
組
み
は
、
企
業
状
況
お
よ
び
賃
金
実

態
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業

状
況
は
、
毎
年
秋
に
行
う
「
企
業
状
況

等
に
関
す
る
現
状
調
査
」
を
通
じ
、
企

業
の
景
況
感
、
生
産
動
向
、
収
益
・
財

務
状
況
等
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ

産
別
の
基
本
姿
勢
と
方
針

の
説
明
、
四
つ
の
分
散
会

で
討
論
会
を
行
っ
た
。「
ベ

ア
の
必
要
性
」
や
「
格
差

是
正
」、「
統
一
闘
争
の
あ

り
方
」
等
、
活
発
な
討
議

が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
以

降
、
一
月
末
迄
に
各
地
協

で
も
、
研
修
討
論
集
会

（
延
べ
五
〇
〇
名
）を
行
い
、

休
日
開
催
あ
る
い
は
、
開

始
時
間
を
夕
方
以
降
に
す

る
な
ど
中
小
が
参
加
し
や

す
く
す
る
な
ど
工
夫
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
間
、

地
協
幹
部
役
員
と
専
任
オ

ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
全
加
盟

単
組
を
訪
問
し
、
企
業
状

況
・
動
向
の
調
査
お
よ
び

点
検
、方
針
の
周
知
徹
底
、

要
求
準
備
状
況
の
確
認
、

統
一
闘
争
へ
の
参
加
要
請
等
、
各
単
組
の

具
体
的
状
況
に
則
し
た
オ
ル
グ
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
単
組
は
企
業
状
況
、

賃
金
実
態
を
把
握
し
た
う
え
で
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
方
針
に
沿
っ
て
要
求
金
額
の
設
定
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
単
組
内
の
機
関
会

議
は
も
と
よ
り
、
職
場
討
議
の
充
実
を

図
り
、
組
合
員
全
員
参
加
の
態
勢
を
強

Ａ
Ｍ
大
阪
が
分
析
し
た
調
査
結
果
（
加

盟
組
織
の
五
割
を
網
羅
し
た
経
営
指
標
、

九
割
を
網
羅
し
た
生
産
動
向
等
）
を
各

単
組
へ
周
知
し
て
い
る
。
単
組
は
こ
れ
を

以
降
の
労
使
交
渉
に
活
か
す
と
と
も
に
、

経
営
に
対
す
る
提
言
活
動
に
も
活
用
し

て
い
る
。

　

賃
金
は
、
毎
年
夏
に
行
う
「
賃
金
全

数
調
査
」
を
通
じ
て
、
各
単
組
は
専
任

オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、

賃
金
実
態
を
把
握
し
、
プ
ロ
ッ
ト
図
を

作
成
し
、
賃
金
構
造
維
持
分
の
確
認
お

よ
び
算
出
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
が
示
す
３
つ
の
基

準
（
標
準
労
働
者
要
求
基
準
、
ミ
ニ
マ

ム
基
準
、
年
齢
別
最
低
賃
金
基
準
）
や
過

去
の
賃
金
水
準
と
の
比
較
、
賃
金
全
数

調
査
結
果
（
加
盟
組
合
員
の
九
五
％
を
網

羅
し
た
四
万
四
千
人
の
賃
金
デ
ー
タ
分

析
）
等
を
活
用
し
、賃
金
実
態
の
問
題
点
・

課
題
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

４ 

統
一
要
求
の
取
り
組
み

　
Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
で
は
、
一
月
九
日
に
開
催

し
た
第
四
回
執
行
委
員
会
（
毎
月
一
回

定
例
開
催
）
を
「
第
一
回
闘
争
委
員
会
」

に
切
り
替
え
、
こ
れ
以
後
、
こ
の
委
員

会
が
春
闘
全
般
に
わ
た
る
指
導
・
調
整

機
関
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
く
。

方
針
論
議
は
、
一
月
一
四
日
に
春
闘
研
修

討
論
集
会（
三
〇
〇
名
規
模
）を
開
催
し
、

昨年の JAM大阪 春闘研修・討論集会
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一
次
交
渉
ゾ
ー
ン
（
二
月
二
九
日
の
週
）、

第
二
次
交
渉
ゾ
ー
ン
（
三
月
七
日
の
週
）

で
回
答
促
進
行
動
を
展
開
す
る
。
こ
の

行
動
は
統
一
行
動
の
一
つ
と
し
て
、
各
単

組
の
経
営
側
に
面
会
し
、
企
業
を
取
り

巻
く
状
況
を
労
使
で
共
有
す
る
と
と
も

に
、
要
求
趣
旨
を
理
解
の
う
え
、
回
答

指
定
日
に
可
能
な
限
り
最
大
限
の
有
額

回
答
の
回
答
を
求
め
る
行
動
を
展
開
し

て
い
る
。

　

三
月
十
一
日
に
は
全
加
盟
組
織
の
士

気
を
高
め
る
た
め
、
春
闘
決
起
集
会
（
千

人
規
模
）を
開
催
す
る
。
翌
日（
十
二
日
）

に
は
、
要
求
提
出
し
た
単
組
が
こ
の
間

手
を
上
回
る
金
額
で
統
一
要
求
日
に
一
斉

行
動
し
た
こ
と
を
記
事
に
し
た
も
の
で
、

統
一
闘
争
の
反
響
が
出
て
い
る
。

５ 

統
一
交
渉
、

統
一
妥
結
の
取
り
組
み

　

各
地
協
で
は
、
要
求
提
出
以
降
、
第

の
交
渉
経
過
を
踏
ま
え
、
職
場
の
結
束

を
強
め
、
解
決
を
見
通
せ
る
回
答
引
き

出
し
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
中
央
三
役

会
議
で
確
認
さ
れ
た
「
回
答
引
き
出
し

基
準
」
に
大
阪
の
動
向
を
勘
案
し
、「
春

闘
示
達
そ
の
一
」を
全
単
組
へ
周
知
す
る
。

　

回
答
指
定
日
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
集
中
回
答

日
の
十
六
日
と
そ
の
前
日
の
十
五
日
の
二

日
間
と
し
、
こ
の
両
日
を
本
春
闘
の
最

大
の
ヤ
マ
場
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

十
五
日
に
設
定
し
て
い
る
の
は
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

と
し
て
他
産
別
に
左
右
さ
れ
な
い
独
自

相
場
を
形
成
す
る
必
要
性
か
ら
、
敢
え

て
Ｊ
Ｃ
Ｍ
集
中
回
答
日
の
前
日
に
設
定

し
て
い
る
。
回
答
指
定
日
以
降
の
取
り

組
み
は
、第
三
次
交
渉
ゾ
ー
ン
を
二
二
日
、

二
三
日
、第
四
次
交
渉
ゾ
ー
ン
を
二
九
日
、

三
〇
日
に
そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
、
全
単
組

が
三
月
内
決
着
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

い
る
。
こ
の
段
階
で
第
三
次
交
渉
ゾ
ー
ン

迄
の
回
答
・
妥
結
状
況
を
勘
案
し
、「
春

闘
示
達
そ
の
二
」
を
全
単
組
に
周
知
す

る
。四
月
以
降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

「
妥
結
基
準
」
の
徹
底
を
図
り
、
態
勢
強

化
に
努
め
る
こ
と
、
必
要
な
場
合
に
は
、

経
営
側
へ
Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
執
行
委
員
長
名

に
よ
る
「
早
期
解
決
に
向
け
た
要
請
書
」

を
提
出
す
る
こ
と
で
労
使
交
渉
を
促
進

し
、
早
期
解
決
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
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ＪＡＭ大阪「春季生活闘争研修・討論集会」

各地協「春季生活闘争研修・討論集会」

各地協「全単組オルグ」

ＪＡＭ大阪「三役、地協議長・事務局長合同会議」
  「第21回地方委員会」

本
　
番

2/22

2/23

2/29～3/4

3/7～11

3/11

3/12

3/15・16

ＪＡＭ大阪「第２回闘争委員会」

統一要求日
第１次交渉ゾーン（第1次回答促進行動）

第２次交渉ゾーン（第2次回答促進行動）

ＪＡＭ大阪「第３回闘争委員会」
  「春季生活闘争総決起集会」

全単組示達その１「回答引き出し基準」

回答指定日（最大の山場）

後
　
段

3/22・23

3/25

3/29・30

4/6

4月中旬

第３次交渉ゾーン

全単組示達その２「妥結基準」

第４次交渉ゾーン
３月内完全決着

第２次交渉ゾーン（第2次回答促進行動）
ＪＡＭ大阪「第４回闘争委員会」
  未解決組合への取り組み
  執行委員長名による
  「早期解決に向けた要請書」の提出

全単組示達その３「妥結ミニマム基準」
４月内完全決着
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底上げ・格差是正特 集 ～すべての働く者の賃金・労働条件の改善に向けて～

中井 寛哉（なかい・ひろや）
ＪＡＭ大阪 書記長
1993年４月ゼンキン連合大阪（現ＪＡ
Ｍ大阪）入局、2001年10月ＪＡＭ大阪
調査部長、09年９月ＪＡＭ大阪副書記
長、13年10月ＪＡＭ大阪書記長。その
他、公職として機械金属製品製造関連
賃金専門部会労働側委員、大阪地方最
低賃金審議会委員・専門部会委員、大
阪市中小企業対策審議会委員、労働者
災害補償保険審査など務める。

　

四
月
中
旬
以
降
に
交
渉
が
も
つ
れ
込

む
単
組
に
は
、
こ
の
時
点
で
の
回
答
・
妥

結
状
況
を
勘
案
し
、「
春
闘
示
達
そ
の
三
」

を
全
単
組
へ
周
知
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
内
容
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｍ
・
妥
結
ミ
ニ
マ

ム
」、
連
合
が
示
す
「
中
小
共
闘
・
妥
結

基
準
」
等
を
参
考
に
し
て
、
早
期
解
決

を
目
指
し
交
渉
を
展
開
す
る
。
Ｊ
Ａ
Ｍ

中
央
が
新
た
に
提
起
す
る
「
４
月
の
山

場
」
に
は
少
な
く
と
も
ス
ト
ラ
イ
キ
権

を
確
立
し
、
職
場
集
会
等
の
具
体
的
な

行
動
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
を

図
る
。
そ
の
際
、
単
組
は
Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
・

地
協
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
連
絡
・
連
携
を
密

に
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

６ 

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
組
合
の
選
定

　

春
闘
に
お
け
る
統
一
闘
争
の
一
番
の
目

的
は
、
如
何
に
高
い
相
場
を
作
り
上
げ
、

相
乗
効
果
を
高
め
る
か
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
も
Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
は
パ
タ
ー
ン
セ

ッ
タ
ー
の
役
割
を
果
た
す
組
合
の
必
要

性
か
ら
、
①
要
求
方
針
の
遵
守
、
②
統

一
要
求
日
で
の
要
求
提
出
、
③
回
答
指

定
日
で
の
回
答
引
き
出
し
、
④
一
定
の
ベ

ア
分
確
保
、
⑤
三
月
内
決
着
の
以
上
五

項
目
の
基
準
を
も
と
に
、
各
地
協
は
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
組
合
を
選
定
し
て
い
る
。
本

年
も
一
六
春
闘
に
取
り
組
む
単
組
の
約

三
割
に
あ
た
る
八
十
単
組
が
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
組
合
に
選
定
さ
れ
、
大
手
、
中
堅
、

中
小
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
原
稿
作
成
時
（
二
月
末
）に
は
、

ま
だ
回
答
引
き
出
し
に
は
至
っ
て
い
な
い

た
め
、
昨
年
に
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
組
合
が
果

た
し
た
役
割
あ
る
い
は
結
果
を
記
載
し

て
お
き
た
い
。

　

一
五
春
闘
で
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
組
合

（
七
七
単
組
）は
、回
答
指
定
日
に
集
中
し

て
回
答
を
引
き
出
し
、
結
果
と
し
て
ベ
ア

平
均
で
「
二
，
六
四
六
円
」
を
獲
得
し

た
。
こ
れ
以
降
に
回
答
を
引
き
出
し
た

後
続
組
合
の
ベ
ア
平
均
は
「
一
，七
七
三

円
」
で
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
全
国
の
ベ
ア
平
均
額

「
一
，八
〇
八
円
」
よ
り
僅
か
「
三
五
円
」

下
回
っ
て
い
る
だ
け
で
ほ
ぼ
同
額
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
共
闘
に
登
録
し

て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｍ
大
手
主
要
十
一
共
闘
（
オ

ー
ク
マ
、
島
津
、
ア
ズ
ビ
ル
、
シ
チ
ズ
ン
、

ジ
ー
エ
ス
ユ
ア
サ
、
Ｎ
Ｔ
Ｎ
、
日
本
精
工
、

ク
ボ
タ
、コ
マ
ツ
、ヤ
ン
マ
ー
、井
関
農
機
）

の
ベ
ア
平
均
額
「
二
，七
〇
四
円
」
と
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
組
合
平
均
を
僅
か
に
「
五
八

円
」
上
回
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
春
闘
に

取
り
組
む
単
組
に
お
い
て
、
賃
金
交
渉

が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
そ
う
に
な
っ
た
時
、

最
も
激
励
と
な
る
の
は
同
業
種
や
地
域

の
組
合
に
自
分
た
ち
以
上
の
回
答
が
示

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
五
春
闘
で
の
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
組
合
の
奮
闘
に
よ
り
、
中
小

労
組
の
相
場
形
成
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

連
合
で
は
一
六
春
闘
に
お
い
て
、「
大

手
追
従
・
大
手
準
拠
な
ど
の
構
造
を
転

換
す
る
運
動
」
と
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ

た
画
期
的
な
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
Ｊ
Ａ
Ｍ
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
は
重
く
、
中
小
組
織
で
構
成
す
る

産
別
の
代
表
と
し
て
、
内
外
に
対
し
て

最
も
労
働
組
合
の
存
在
意
義
を
示
せ
る

春
闘
を
通
じ
、
我
々
は
社
会
的
責
任
を

果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

昨年の JAM大阪 春闘総決起集会


